
｜広報ふながた 29.４17 広報ふながた 29.４｜16

あなたの声をお寄せください

まちづくり課 企画調整係
☎（32）2111（内線357）

　まちの話題、疑問、質問、
提言、意見のほか、会員募
集やリサイクル情報（譲り
たい、譲ってほしい）、イ
ラストなど何でも結構です。
　広報紙上でできるだけ紹
介します。

新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

ど
ん
ま
い
！
こ
め
ご
ろ
う

よ
し
な
が
こ
う
た
く
／
著

な
ん
で
も
い
い
か
ら

　だ
っ
こ
し
て
！

き
た
だ
て
つ
や
／
著

タバコは町内で買いましょう。
２月のタバコ税は1,499,462円

５月の舟形若あゆ温泉の
休館日は10日㈬

舟形小学校
旧堀内小学校跡地
富長交流センター
長沢交流センター
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○空間放射線量測定結果
測定日／4月14日㈮

測定場所 天候 測定値（μsv/h）
1m0.5m

○水道水に含まれる放射性物質測定結果
測定日／３月23日㈭

採水場所 ヨウ素 セシウム
舟形町役場 不検出不検出
～人体に影響はありません～

５月の納期

　だっこされるのって、いい気持ち。
だっこされる、だっこする、どちらも
とても幸せ。そんな気持ちがまっすぐ
伝わってくる絵本。読んだあと、思わ
ずだっこしたくなる、されたくなる。

　お米の妖精こめごろう。仲間と一緒
に立派なお米を育てるはずが、自分の
稲穂だけ枯れていて…。田んぼを飛び
出したこめごろうに数々の試練が待ち
受ける。

忘れずに申告しましょう。

５月１日（月）まで

◆軽自動車税

　町外で学生生活を送る方の中には、舟形町や最上地域の企業など
への就職を希望する方がたくさんいらっしゃいます。
　舟形町では、地元就職を希望する学生への支援と優秀な人材確保
を目的に、希望する方に毎月「広報ふながた」を無料送付します。
地元の旬な話題からお役立ち情報まで町広報紙ならではの情報が満
載です。
　　　▼対象者／町外に住んでいる学生で18歳から22歳までの方
　　　▼発行日／毎月第４金曜日発行

学生へ無料配布へ無料配布

広 報

氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　（代理の方　　　　　　　）　

年　齢：　　　　　　歳　　　　生年月日：　　　　年　　　　月　　　　日　

送付先住所：〒　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　　

学校名･学年：   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （　　　　年）

希望期間：　　　　年　　　　月まで

電話番号：　　　　　　　　　（　　　　）

▼申込み・問い合わせ／舟形町まちづくり課企画調整係　☎（32）2111（内線357）

ふりがな

（
提
案
）

 

沼
澤
千
鶴
子
さ
ん
（
舟
形
第
４
）

　
町
で
は
、
西
ノ
前
遺
跡
公
園

「
女
神
の
郷
」
整
備
に
多
く
の
投

資
を
さ
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
今
後
、
観
光
地
と
し

て
成
功
す
る
に
は
、「
小
国
川
の

鮎
」
を
主
体
と
し
観
光
地
を
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

　
提
案
し
た
い
こ
と
は
、
小
国
川

の
両
岸
に
花
回
廊
を
作
る
も
の
で

す
。「
桜
」
と
町
の
花
「
こ
ぶ
し
」

を
植
え
る
こ
と
で
、
女
神
の
里
に

誘
う
よ
う
に
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　
苗
木
は
各
家
庭
か
ら
寄
贈
し
て

も
ら
い
、
小
国
川
両
岸
の
整
備
は
、

県
の
目
指
す
「
最
上
小
国
川
清
流

未
来
振
興
計
画
」
に
よ
り
町
と
県

な
ど
共
同
で
実
施
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。「
最
上
小
国
川
清
流

を
住
民
・
民
間
・
行
政
な
ど
流
域

全
体
で
守
り
、
育
て
、
未
来
へ
引

き
継
ぐ
と
と
も
に
、
清
流
を
最
大

限
活
用
し
、
地
域
振
興
を
進
め
る

地
域
を
目
指
す
」
と
い
う
プ
ラ
ン

郵　便　は　が　き

お
は
が
き

紹
介
コ
ー
ナ
ー

お
は
が
き

紹
介
コ
ー
ナ
ー

と
と
も
に
「
鮎
と
女
神
の
里
」
の

発
展
を
実
行
し
て
い
く
べ
き
か
と

思
い
ま
す
。

　
他
県
の
例
で
は
、
１
，８
０
０

本
の
桜
道
に
年
間
200
万
人
の
観
光

客
が
来
る
と
い
い
ま
す
。
た
っ
た

１
人
が
１
本
の
緋
寒
桜
の
木
か
ら

苗
木
を
育
て
、
40
年
か
け
て
植
樹

し
て
成
し
遂
げ
た
花
回
廊
と
の
こ

と
。
舟
形
町
の
未
来
図
も
、
町
・

県
・
民
間
と
の
共
同
体
に
よ
り
、

未
来
の
舟
形
観
光
地
を
夢
見
さ
せ

て
ほ
し
い
と
提
案
し
ま
す
。

【
回
答
】

　
小
国
川
沿
い
に
は
、
現
在
、
富

長
地
区
に
「
富
田
桜
づ
つ
み
」
が

あ
り
、
地
区
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
少
し
ず
つ
咲
か
せ
る
花

の
数
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
整
備

は
も
と
よ
り
、
そ
の
後
の
管
理
に

も
地
域
の
方
の
想
い
と
ご
協
力
が

必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
、
最

上
小
国
川
清
流
未
来
振
興
機
構
や

地
域
の
み
な
さ
ん
と
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
ま
た
、
西
ノ
前
遺
跡
公
園
「
女

神
の
郷
」
に
つ
い
て
は
、
今
後
も

様
々
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
み
な

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
施
設
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。 お

も

短
歌

古い
に
し
えの

旅
の
習

な
ら
い

の
草
結
び
松
が
枝
結
び
し
皇
子
の
死
虚む

な

し

　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
佐
　
藤
　
和
　
夫
（
西
　
　
堀
）

ひ
と
つ
家や

に
親
子
十
人
さ
わ
り
な
く
揃
ひ
暮
ら
せ
る
今
を
噛
み
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
佐
　
藤
　
景
　
雄
（
沖

の

原
）

【
千
風
会
「
花
ひ
ら
く 

草
萌
ゆ
」
】

ふ
と
訪
ひ
て
雛
の
甘
酒
い
た
だ
き
ぬ
キ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
師
に
捧
げ
た
り

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
畠
　
山
　
ひ
ろ
み
（
木 

　
友
）

　
※
短
歌
の
指
導
に
感
謝
を
こ
め
て

清
明
や
し
だ
れ
桃も
も

花か

咲
く
玄
関
京
都
桜は
な

迴か
い
ろ
う廊
と
見
く
ら
べ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
小
　
野
　
光
　
子
（
真

木

野
）

　
清
明
＝
二
十
四
節
気
の
一
つ
。
花
ひ
ら
き
日
々
あ
た
た
か
く
な
る
と
き
　

束
の
間
を
ぺ
ー
ジ
の
波
で
遊
泳
し
時と

き間
の
経
過
忘
れ
春
の
暮

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
田
　
智
　
子
（
盛

岡

市
）

ち
ゃ
ぶ
台
に
並
べ
し
薬
夛
く
な
る
を
桜
・
柳
と
芽
ぶ
く
に
癒
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
森
　
　
　
勝
　
広
（
舟
形
第
四
）

菜
園
も
春
の
一
廓
草
萌
ゆ
る
遊
べ
よ
蝶
よ
鳥
も
来
て
啼
け

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
　
　
　
景
　
山
　
晃
　
佑
（
仙

台

市
）

紅
引
く
や
誕
生
日
キ
ル
ト
の
バ
ッ
ク
賜
り
て
そ
ぞ
ろ
う
れ
し
雛
の
宵

　
　
　
　
　
　
　
千
風
会
　
　
　
　
沼
　
澤
　
千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

　
そ
ぞ
ろ
＝
思
わ
ず
心
動
く
の
意
　

俳
句

逆
転
の
土
俵
を
に
ぎ
は
す
千
秋
楽

　
　
　
　
　
　
　
木
瓜
の
花
の
会
　
　
　
　
佐
　
藤
　
孝
　
子
（
舟
形
第
二
）

息
災
で
迎
へ
る
八
十
路
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
齊
　
藤
　
若
　
子
（
内
　
　
山
）

辛
夷
咲
く
田
畑
の
神
の
下
り
て
来
し

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
昭
　
子
（
長
沢
第
一
）

蒼
天
や
出
羽
の
山
や
ま
深
眠
り

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
大
　
場
　
小
夜
子
（
内
　
　
山
）

幼
子
に
悟
す
曼
陀
羅
彼
岸
寺

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
柏
　
木
　
伸
　
子
（
長
沢
第
三
）

名
残
り
雪
ピ
ン
ク
の
傘
に
ず
っ
し
り
と

　
　
　
　
　
　
　
朝
の
会
　
　
　
　
　
　
　
髙
　
橋
　
ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

一
羽
だ
け
な
き
声
悲
し
北
帰
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
真
　
見
　
七
　
生
（
舟
形
第
四
）

花
雲
の
愛
馬
に
何
を
さ
ゝ
や
か
む

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
淳
　
子
（
ロ
ー
マ
市
）

街
路
樹
が
ピ
ン
ク
に
化
粧
春
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ー
マ
俳
句
ク
ラ
ブ
　
　
井
　
上
　
　
　
笑
（
ロ
ー
マ
市
）

　
　
脇
起
三
つ
物
（
連
句
）

雲
と
な
る
城
浮
か
せ
た
る
桜
か
な
　
　
素
舟

　
六
万
石
の
郷
は
麗
　
　
　
　
　
　
　
玲
虹

貌
鳥
の
賑
し
き
声
の
渡
る
ら
ん
　
　
　
玲
虹

　
　
　
　
　
　
　
北
陽
社
　
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

　
　
付
合
句

春
暁
の
心
経
称
ふ
声
透
る
　
　
　
　
　
　
　
大
　
沼
　
寿
　
生
（
山

形

市
）

　
身
の
閂
を
外
し
晴
る
ゝ
日
　
　
　
　
　
　
井
　
上
　
玲
　
虹
（
　

野

　
）

舟
形
文
芸
ひ
ろ
ば


